
  

11月のある日のこと。私は自分が大切に育てているバラの花が、何度も盗まれていることに気がつきました。 

我が家の花壇には、3 年前に亡くなった父が大切に育てていたバラがあります。父が亡くなった直後から私が代わり

に世話をするようになったのですが、すでに枯れる寸前でした。そこで動画で一から勉強し、毎日の水やりはもちろん、

定期的な肥料や消毒、剪定など、一日も欠かさずにお世話を続けました。 

また 2年前には、同じ品種の苗を新しく迎え入れ、お金や時間を注ぎ込んで、大切に育ててきまし 

た。その努力のおかげで、今年は春も秋もたくさんの花が咲き、私は毎朝一つひとつの花を確認し 

てから学校に来ていました。ただ、一つ気になっていたのは、時々、花壇のバラがハサミで切られて 

無くなっていることでした。私は、ずっと、生け花が好きな母が、父の遺影の前や家の中に飾っている 

のだと思っていたので、あまり気に留めてはいませんでした。 

ところが……11 月のある日、母から「私はもったいなくて、一度もバラを切って部屋に飾ったことはない」と言われた

のです。そうです。春から何度も花がなくなっていたのは、全部盗まれていたのです。しかも、我が家の花壇は通りから高

い場所にあるので、通りすがりにとることはできません。階段を上がって玄関先まで来るか、隣の庭を抜けて塀を乗り越

え、敷地の奥まで入らないと盗めない場所なのです。私は怒りよりも、恐ろしいと思いました。 

人の庭に咲いているバラを見て「きれいだ、ほしい」と思い、わざわざ他人の家の敷地に入り込 

んで、何度も花を盗み、自分の家に飾って楽しむ……そんな人がいることに、ぞっとしたのです。 

その後、道路から見える場所に「バラを盗んだ人へ 警察に相談しています」と張り紙をしまし 

た。すると、それ以来バラが盗まれることはなくなりました。 

でも、めでたしめでたし……という気もちにはなれません。なぜならその人は「見つからなければいい」「捕まらなければ

いい」でも、「ばれたらやめる」「罰せられるならやらない」――そんな考えで行動していたということだからです。 

もし、このバラ泥棒が捕まったら、こんなことを言うかもしれません。 

「盗まれるような場所に花を咲かせるのが悪い」「盗まれているのに気づかなかったくせに、何をいまさら」「持って 

帰ってはいけないって書いてなかった」「すぐにやめてと言えばよかったじゃないか。言われればやめたのに」「たく 

さん咲いているんだから、少しくらいもらってもいいだろ」「勝手に切っちゃいけないなんて知らなかった」 

 

でも、実際は、人の敷地に勝手に入るのは『住居侵入罪』、人のものを盗るのは『窃盗罪』という犯罪です。 

どのような言い訳も通用しません。 

その一方で、ある SNSでこんなコメントを見ました。『ルールに書いていないことはやっても OK』 

つまり、『禁止されていないこと＝やってもいいこと』という考え方です。 

 

今までは、モラルや道徳、マナー、常識によって、社会の秩序は守られてきました。誰も見ていなくても、 

自分の心の中にブレーキがあって、良くない行動を止めていたのです。 

 

でも、今は心の中のブレーキが効かない人が増えていることを感じます。ニュースでも、玄関先の 

植木鉢や自転車、バイクや車が平然と盗まれる映像を見ることが珍しくなくなりました。 

 

「ほしいから盗む」「やりたくないから、やらない」「やりたいから、やる」「好きだ 

からつきまとう」「気に入らないから壊す」「面白いからいじめる」「自分が楽し 

ければいい」「面倒だから捨てる」「（SNSに）書きたいから書く」「（人が傷つく 

ことを）言いたいから言う」「いつでもどこでも、大声で騒ぐ」 

 

 

そんな考えで行動する人が増えているように思います。 

今回のバラ泥棒もそうですが、心の中にブレーキが無い人は、心の外のブレーキ・・・「罰」がなければ、 

誰かに注意されても、自分で自分を止められないのかもしれません。 

では、「心の中のブレーキ」って何でしょうか？ 

1つ目は、想像力です。 

「これをしたら、どうなるだろう？」「これをしなかったら、どんな結果になるだろう？」と考えることで 

す。さらに、「これをしたら、相手はどんな気もちになるだろう？」と想像することも大切です。しか 

も、相手は自分と同じ気もちとは限りません。つまり、「自分は楽しいけど、相手は 

嫌かもしれない」、「自分は楽しいけれど、相手は困っているかもしれない」と想像 

することが大切なのです。自分は平気だから、相手も平気とは限らないからです。 

（キャッチアップタイムで勉強しましたが、同じ出来事でも人によって感じ方が違うことがあります） 

2つ目は、自分のやりたい気もちを抑える力＝自制心です。 

悪いことだとわかっていること、相手が嫌な気もちになると想像できることは、たとえ自分がやりたく 

てもやらないことです。たとえば、「バラがきれいだ、ほしい、家に飾りたい」と思っても、「人の家の敷地 

に勝手に入ったり、バラを盗んだりすることはいけないことだから、誰も見ていなくてもやらない」 

それが心のブレーキです。 

これは、我が家のバラ泥棒のように、犯罪になることだけではありません。たとえば、 

飲みかけのペットボトルを廊下や教室に置きっぱなしにする、ごみを分別しない、 

洗面所に落ちた自分の髪の毛を拾わない、SNSに悪口を書く、匿名で誹謗中傷の 

投稿や電話をする、教室や電車・バスなど公共の場所で大声で騒ぐ、順番を待って 

いる列に割り込む、散歩中のペットのフンを持ち帰らない……こういうことも同じです。 

 

あなたの「心のブレーキ」はどこにありますか？心の中（誰も見ていなくてもやる・やらない）にありますか？ 

それとも心の外（誰も見ていなければ、罰がなければ、やる・やらない）にありますか？ 

 

さて、最初に話したバラ泥棒のことですが…… 

張り紙をしてからは被害はなくなりましたが、思い切って防犯カメラをつけることにしました。本当はこんなことをしたく

ありません。でも、もし家の前で、うちのバラと全く同じものを持っている（盗んだ）人がいても、「証拠はあるのか？」と

言われてしまったら証明することは難しく、目の前に犯人がいながらも、泣き寝入りすることになりかねないからです。

残念ですが、今の世の中には「ばれなければいい」「見つかっても嘘をつき通せばいい」という人が増えているようなの

で、仕方ないのかなと思いました。でも…… 

 

防犯カメラやたくさんのルールがないと安心できない社会って、幸せなのでしょうか？ 

「ルールに書いていないことはやってもいい」という人がいるから、どんどん決まりや法律が増えて 

いく……そんな社会を、みんなは望んでいるのでしょうか？ 

 

上尾橘高校の生徒は、一人ひとりが心の中にブレーキを持てるようになってほしい。そして、学校が誰も 

が安心できる場所であってほしい――そう願いながら、私は毎朝、我が家で咲くきれいなバラを眺めて 

います。 

あなたの「心のブレーキ」はどこにありますか？ 


